
１．はじめに 
公共建築物ではカラーユニバーサルデザイン注１）（以降

CUD とする）の導入や検討が進みつつあるが、高齢者

の自宅や高齢者が生活の場で利用している建築物では、

CUD の導入が遅れている可能性がある。地域で活動す

る高齢者は、日常的に買い物や趣味の楽しみなどで身近

な建築物を利用するが、これらの建築物が高齢者の視認

性注２）に配慮されていないために、不自由や危険な経験

をしている可能性が考えられる。 
高齢者の色の識別について、石原ら１）は、色セロファ

ンを使用して加齢による視界の黄変化をシミュレーショ

ンし、高齢者の視界が日常生活にどのように影響を及ぼ

しているかを調査している。結果、色が変わって見える、

色による区別がつきにくくなるなどの観察報告を得てい

る。また、川口ら２）の高齢者を対象にした色彩弁別能力

の実態調査では、年齢層別、眼疾患有無別に分析を行い、

加齢が進行するにつれて100色相全ての色相で色彩弁別

能力が低下し、眼疾患の有無別では白内障の有無で有意 

な差がみられたことが報告されている。 
国土交通省や交通エコロジー・モビリティ財団のロー

ビジョン者や色覚障害者を対象にした調査研究・報告で

は３）～６）、公共交通機関や公共建築物の利用時に、階段

の段差やサイン案内、柱などの障害物が識別しづらい問

題が報告されており、整備課題が検討されている。また、

柳原ら７）や権ら８）により、ロービジョン者や高齢者の建

築物の見えかたに関する調査研究が行われているが、高

齢者が日常生活で利用している住宅や建物内の色彩につ

いて、どのように感じているかについての調査は十分と

はいえない。 
今後は高齢者が日常生活で利用している身近な建築物

の色彩も、高齢者の視認性に配慮した色彩を考慮するこ

とが課題であると考えられる。そこで本稿では、一般の

高齢者を対象に、１）高齢者が日常生活で利用している

建物内の色彩の見え方の認識状況を明らかにする。また、

２）高齢者に、それらの建築物の色づかいを見えやすく

改善したい意識があるかを明らかにする。 
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以ୖから、高齢者が住宅およࡧ日常生活で利用する建

物内で感じる色彩の課題について検討することを┠的と

している。 
�

㸰．◊✲の᪉ἲ�

大阪ᗓ A ᕷと B ᕷにおࡅる⪁ேࢡラࣈなど 7 つの高

齢者の活動団యにᡤᒓする 65ṓ以ୖの高齢者を対象に、

日常生活で利用している建物内の色彩の認識に関する㉁

問⣬調査を実した注３）。 
2017 年 6 ᭶～7 ᭶に、ྛ 団యのྜ時に手Ώしで調査

⚊を配ᕸし、┤᥋ᅇまたは㒑㏦によるᅇを行った。

A ᕷの 3 団యは配ᕸᩘ 209 に対してᅇᩘ 187（ᅇ⋡

89.5㸣）、B ᕷの 4 団యは配ᕸᩘ 23 に対してᅇᩘ 19
（ᅇ⋡ 82.6㸣）であった注㸲）。得られたᅇ⟅の୰で調

査⚊の 4 分の 1 ージ以ୖにḞᦆがあるもの、視覚の状࣌

態・色の識別状況に関するタ問にḞᦆがあるもの、ᅇ⟅

者の年齢が 65 ṓᮍ‶のものを㝖እした結果、有ຠᅇ⟅

ᩘは 134（有ຠᅇ⟅⋡ 57.8㸣）である。 
な調査㡯┠は、ಶேᒓ性、住⎔ቃ、視覚の状態（ᕥ

ྑの▹ṇ視力、白内障・白内障以እの眼疾患の有無、色

覚␗常の自覚の有無）、自宅の⋞関・階段のᏳ全対⟇、⾲

1 に♧す日常生活・自宅・እฟඛの建物内の色彩の認識 
状況と自宅・እฟඛの建物内の色づかいの改善意識であ

る。調査結果の⤫ィฎ⌮には IBM SPSS Statistics24 を

使用した。Ḟᦆは分析ࡈとに㝖እし、有意Ỉ‽は 5㸣と

した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㸱．ㄪᰝᅇ⟅者のᴫせ 
ᅇ⟅者の⏨ዪの内ヂは⏨性57.5㸣（77ྡ）、ዪ性42.5㸣

（57 ྡ）であった。年齢は 70 ṓ௦（59.0㸣，79 ྡ）が

᭱もከく、ḟに 80ṓ௦（20.9㸣，28ྡ）、60ṓ௦（18.7㸣，

25 ྡ）、90 ṓ௦（1.5㸣，2 ྡ）である。70 ṓ௦と 80 ṓ

௦で⣙ 80㸣を༨める。ᒃ住する住宅については、一ᡞ建

て（42.5㸣,57 ྡ）、㞟ྜ住宅（56.7㸣，76 ྡ）、その

（0.7㸣，1 ྡ）となっており、ᡤ有ᙧ態はᣢࡕᐙが 90.3㸣
（121 ྡ）を༨めた。 
調査ᅇ⟅者の視覚の状態を⾲ 2 ᕥิに♧す。視覚の状

態のうࡕ、自ᕫ⏦告での視力（▹ṇしている場ྜは▹ṇ

視力）は、ࠕ∦眼 0.3 ᮍ‶ （ࠖ5.2㸣，7 ୧眼ࠕ、（ྡ 0.3 ᮍ

‶ （ࠖ2.2㸣，3 ୧眼ࠕ、（ྡ 0.3 以ୖ （ࠖ92.5㸣，124 ྡ）

であった。 
また、分析時にはᅇ⟅者の視覚の状態を⾲ 2 ྑิに♧

すようにձ~մの㸲つのᣦᶆに分㢮して用いた。 
視力の分㢮は、WHO（ୡ界ಖ機ᵓ）では、Ⰻい

うの▹ṇ視力が0.05以ୖ0.3ᮍ‶をロービジョンと⛠し

ている㸷）ことをཧ考に、∦眼 0.3 ᮍ‶およࡧ୧眼 0.3 ᮍ

‶をࠕ視力低⩌ 、ࠖ୧眼 0.3 以ୖをࠕ視力高⩌ࠖと分㢮し

て分析時に用いる。色覚␗常の自覚については、ඛኳ的

な色覚␗常の自覚があるேをᢳฟするため、ࠕ㉥と⥳の

⤌みྜわࡏなど、≉ᐃの色の㐪いがわかりにくいがあ

りますか とࠖいう㉁問に対し、ࠕある とࠖᅇ⟅したேをࠕ色

覚␗常の自覚ありࠖと分㢮して分析時に用いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

⾲１� ㉁ၥ㡯┠�

場所 質問項目

㻝 視界がぼやけるなどで、色の違いがわかりにくい

ことがある

㻞 色の違いがわかりにくいため、日常生活で不自由

を感じることがある

㻟 内玄関の段差が見えにくいために、つまずいた

り、踏み外すことがある

㻠 階段の段差が見えにくいために、つまずいたり、

踏み外しそうになることがある

㻡 今後、自宅の段差を目立つ色にして見えやすくし

たい

㻢 建物入り口などの段差が、周りの床の色と似てい

て、段差に気付かずつまずくことがある

㻣 階段全体が似たような色で、段の先が色分けさ

れていないことで、段差がわかりにくいことがある

㻤 階段がタイルや石張りで、全体に色柄の模様が

入っていることで、段差がわかりにくいことがある

㻥 歩行中に、床や路面の色が途中で変わっている

と段差があるように見えることがある

障害物 㻝㻜 ベンチやポール・柱などの障害物の色が、まわり

の壁や建物の色と似ていて、障害物に気付かず

ぶつかりそうになることがある

手すり 㻝㻝 手すりを使用するときに、手すりの色が壁の色と

似ていて、手すりが見えにくいことがある

表示

看板

㻝㻞 トイレの案内や行先案内などの表示や看板が、

はっきり見えない色の組み合わせで、情報が見

えにくいことがある

㻝㻟 身近によく利用する外出先の建物の中に使われ

ている色づかいについて、もう少し見えやすい色

に改善してほしいと思うことがある

外出先の建

築物の色彩

の認識

歩行時

の床面

㻺㻻㻘

日常生活の

色の認識

自宅の段差

の認識

⾲㸰� ㄪᰝᅇ⟅者のどぬの≧ែศᯒのどぬの≧ែศ㢮�

ᅇ⟅者のどぬの≧ែ 㹬 㸦㸣㸧 㹬 㸦㸣㸧

ձⓑ内㞀
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色ぬ␗常の⮬ぬ ղ色ぬ␗常の⮬ぬ

≉ᐃの色の㐪࠸がࢃ
る࠶がࡇ࠸ࡃにࡾ

�� ����� ࡾ࠶ �� �����
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࠸࡞

��� ������ ࡋ࡞ ��� ������

どຊ�▹ṇ࠸࡚ࡋるሙྜは▹ṇどຊ㸧 ճどຊ

�ᕥ! ���ᮍ‶ � ����� ‶୧║���ᮍࠉ ప⩌ �� �����

���௨ୖ���ᮍ‶ � ����� ‶���ᮍ║∦ࠉ

���௨ୖ���ᮍ‶ �� ������

���௨ୖ���ᮍ‶ �� ������ ୧║���௨ୖࠉ 高⩌ ��� ������

���௨ୖ���ᮍ‶ �� ������

���௨ୖ � �����
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���௨ୖ���ᮍ‶ �� ������
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㸲．日常生活で利用࠸࡚ࡋる建⠏物の色彩のㄆ㆑≧ἣ�

１㸧高齢者のどぬの≧ែ日常生活の色のㄆ㆑≧ἣ�

色の見え方の認識は、色覚␗常による≉ᐃの色の㐪い

のわかりにくさ以እにも、加齢による視覚の変化などの

ため、色の㐪いがわかりにくいことも考えられる。そこ

で、日常生活の色の見え方の認識状況について、ᬑ段の

生活で視界がぼやࡅるなどで色の㐪いがわかりにくいか

をᑜࡡた。その結果、ࠕかなりわかりにくい （ࠖ2.2㸣）、

色によってはわかりにくいࠕ （ࠖ15.7㸣）、ࠕそのような

ことはない （ࠖ82.1㸣）であった（ᅗ かなりわかりࠕ。（1

にくい 色によってはわかりにくいࠕࠖ のࠖᅇ⟅を日常生活

で色の㐪いがわかりにくいことࠗあり そのようなこࠕ࠘、

とはないࠖのᅇ⟅をࠗなし࠘とすると、日常生活で色の

識別がᅔ㞴であることを自覚している高齢者は全యの

17.9%（24 ྡ）であり、ከくはない。 
このᅇ⟅結果と高齢者の視覚の状態分㢮ձ～մとの関

㐃性をみた結果、日常生活で色の㐪いがわかりにくいこ

とࠗあり࠘のྜは、ձ白内障あり、ղ色覚␗常の自覚

あり、ճ視力低⩌の場ྜに、有意に高いഴྥがみられた

（⾲ 3）。 
また、日常生活で色の㐪いがわかりにくいことࠗ あり࠘

とした 24 ྡをࠕ日常生活で色の識別ᅔ㞴あり 、ࠖࠗ なし࠘

とした 110 ྡをࠕ日常生活で色の識別ᅔ㞴なしࠖとし、

⾲ 2 のձ～մのᣦᶆに加え、ࠕյ日常生活で色の識別ᅔ

㞴ࠖと分㢮して分析時に用いる。 
ḟに、視界がぼやࡅるなどで色の㐪いがわかりにくい

ため、日常生活で不自由を感じることがあるかをᑜࡡた。

その結果、ࠕよくある （ࠖ0.8㸣）、ࠕときどきあるࠖ

（11.3㸣）、ࠕとࢇどない （ࠖ44.4㸣）、ࠕまったくないࠖ

（43.6㸣）であった（ᅗ よくあるࠕ。（2 ときどきあるࠖࠕࠖ

のᅇ⟅を、色の㐪いがわかりにくいため日常生活で不自

由を感じることࠗあり どないࢇとࠕ࠘、 まったくなࠕࠖ

いࠖのᅇ⟅をࠗなし࠘とすると、日常生活で不自由を感

じることがある高齢者は全యの 12.0㸣（16 ྡ）であっ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た。 
このᅇ⟅結果と、高齢者の視覚の状態分㢮ձ～մ、ඛ

の㉁問㡯┠の結果を分㢮したյ日常生活で色の識別ᅔ㞴

の有無との関㐃性をみた結果、色の㐪いがわかりにくい

ため日常生活で不自由を感じることࠗあり࠘のྜは、

ձ白内障あり、ղ色覚␗常の自覚あり、ճ視力低⩌、յ

日常生活で色の識別ᅔ㞴ありの場ྜに有意に高いഴྥが

みられた（⾲ 4）。 
また、⾲ 2 に♧す高齢者の視覚の状態分㢮ձ~մ別に

日常生活で色の㐪いがわかりにくいことࠗあり࠘とᅇ⟅

したྜをみると、白内障の状がある場ྜが᭱もከか

った（ᅗ 3）。しかし、白内障ࡅࡔでなく、」ᩘの眼の

状がある高齢者もいたことから（ᅗ 4）、日常生活で色の

識別ᅔ㞴を自覚している高齢者の視覚の状態はከᵝであ

ると考えられる。これらから、加齢による眼疾患や日常

生活で色の識別ᅔ㞴がある場ྜは、ࠕ色の㐪いがわかりに

くいため日常生活で不自由を感じることがあるࠖことに

関㐃していることが♧၀された。 
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色の違いがわかりにくい
ため日常生活不自由
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䐢白内障௨外の║ᝈ 䐣日常生活で色の識ูᅔ㞴 高齢者ྜィ
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㸰㸧⮬宅の⋞㛵࣭㝵ẁẁᕪのぢࡉࡽ࡙࠼ᨵၿព㆑�

自宅では、㋃みእしの危険性が高い⋞関と階段の段差

の見えづらさについてᑜࡡた。自宅の内⋞関のたたきと

ୖがり口のᗋの色がఝたような色であるかをᑜࡡた結果、

ఝているࠖとᅇ⟅した者はࠕ 21.8㸣であった。 
また、ࠕ視界がぼやࡅるなどで内⋞関の段差が見えづ

らいࠖことによる、つまࡎきや㋃みእし経験の㢖ᗘにつ

いてᑜࡡた結果、ࠕよくあるࠖのᅇ⟅はⓙ無であり、ࠕと

きどきあるࠖも 6.9㸣にとどまった。ࠕとࢇどないࠖは

43.5㸣、ࠕまったくないࠖが 49.6㸣であった。このこと

から、内⋞関の段差が見えづらいことによるつまࡎきや

㋃みእし経験の㢖ᗘは高くないことがわかる（ᅗ 5）。 
自宅の階段の段の色について、1 段┠から階段が⤊わ

るまで全てྠじ色かᑜࡡた結果注㸳）、ྠࠕじ色であるࠖと

ᅇ⟅した者は 88.2㸣であった。また、ࠕ視界がぼやࡅる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

などで、階段段差が見えづらいࠖことによる階段でのつ

まࡎきや㋃みእし経験の㢖ᗘについてᑜࡡた結果は、

よくあるࠕ （ࠖ1.6㸣）、ࠕときどきある （ࠖ11.1㸣）、ࠕ

とࢇどない （ࠖ57.1㸣）、ࠕまったくない （ࠖ30.2㸣）であ

り、階段の段差が見えづらいことによつまࡎきや㋃みእ

し経験の㢖ᗘがࠕよくある ときどきあるࠖとᅇ⟅しࠕࠖ、

たྜィは、12.7㸣と⋞関よりややከい（ᅗ 6）。 
自宅の内⋞関、階段でのつまࡎきや㋃みእし経験の㢖

ᗘが、ࠕよくある きやࡎときどきあるࠖのᅇ⟅をつまࠕࠖ

㋃みእし経験ࠗ高㢖ᗘ࠘⩌、ࠕとࢇどないࠖとࠕまった

くないࠖのᅇ⟅をࠗ低㢖ᗘ࠘⩌に分㢮した。ඛの分析結

果の⾲ 3 において、ࠕ日常生活で色の㐪いがわかりにく

いࠖ㡯┠との関㐃性がみられた高齢者の視覚の状態分㢮

ձ~ճと、յ日常生活で色の識別ᅔ㞴の有無との関㐃性

をみた結果を⾲ 5 に♧す。つまࡎきや㋃みእし経験ࠗ高

㢖ᗘ࠘にヱᙜするேᩘはᑡないものの、ձ白内障あり、

յ日常生活で色の識別ᅔ㞴ありの場ྜに階段段差でのつ

まࡎきや㋃みእし経験が高㢖ᗘであるྜが有意に高い

ഴྥが見られた。 
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あり㼚㻩㻝㻞 なし㼚㻩㻡㻝 㼚㻩㻢㻟

階段段差が見えにくいた
めつまずきや踏み外す

㻖㻖 㼚㻚㼟㻚 㼚㻚㼟㻚 㻖㻖

高齢者ྜィ
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さらに、自身やྠᒃのᐙ᪘の視力の低下や白内障の進

行を考えて、自宅の段差を┠❧つ色にして見えやすくし

たいとᛮうかをᑜࡡたとこࠕ、ࢁすࡄにでもそうしたいࠖ

（4.8㸣）、ࠕできれࡤそうしたい （ࠖ54.8㸣）、ࠕあまりᚲ

せとᛮわない （ࠖ40.5㸣）であった。ࠕすࡄにでもそうし

たい そうしたいࠖのᅇ⟅を改善意識ࠗあり࠘ࡤできれࠕࠖ

とすると、⣙ 60㸣の高齢者が改善意識をᣢっている（ᅗ

7）。しかし、段差を見えやすくするための色彩㠃でのᏳ

全のᕤኵをᑜࡡたとこࢁ、その実⋡は、⋞関について

は 15.7㸣（ᅗ 8）、階段については 16.2㸣（ᅗ 9）とか

なり低かった。高齢者は、見えやすい色に改善したいと

いうᛮいはあるものの、その対⟇はあまり行っていない

状況が❚える。 
�

㸱㸧እฟඛで日常ⓗに利用する建物内の色࡙࠸による�

ぢࡉࡽ࡙࠼ᨵၿព㆑�

እฟඛでは、高齢者が日常的に利用する建物内の色づ

かいが見えやすさに配慮されていないことによって、わ

かりにくさや危険な経験をしたかどうかを、⾲ 6 に♧す

ࠗṌ行時のᗋ㠃࠘4 㡯┠、ࠗ 障害物࠘1 㡯┠、ࠗ 手すり࠘1
㡯┠、ࠗ ⾲♧・┳ᯈ࠘1 㡯┠のィ 7 㡯┠についてᑜࡡた。

それࡒれの㡯┠に対し、わかりにくさや危険な経験につ

いてࠕよくある ときどきあるࠕࠖ のࠖᅇ⟅を、わかりにく�
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さや危険な経験ࠗあり࠘とし、ࠕとࢇどない まったࠕࠖ

くないࠖのᅇ⟅をࠗなし࠘とした。⾲ 6 ᭱ྑิに♧した

高齢者ྜィのᅇ⟅をみると、わかりにくさや危険な経験

ࠗあり の࠘ྜが高かった㡯┠は、ࠗ Ṍ行時のᗋ㠃 に࠘関

ಀする、ࠕ建物入口段差にẼかࡎつまࡎく （ࠖ����㸣）、

がなく段差がわかりにくいࠖࡅ階段の段㰯の色分ࠕ

（����㸣）、ࠕ階段全యに色のᶍᵝがあり段差がわかり

にくい （ࠖ����㸣）、ࠕᗋや㊰㠃の色が㏵୰で変わってい

ると段差に見える （ࠖ����㸣）とࠕ⾲♧や┳ᯈが見えにく

い色の⤌みྜわࡏで報が見えにくい （ࠖ����㸣）であっ

たࠋ�

さらに⾲ 6 から、これらのᅇ⟅結果と高齢者の視覚の

状態分㢮ձ~ճと、յ日常生活で色の識別ᅔ㞴の有無と

の関㐃性をみた結果、յ日常生活で色の識別ᅔ㞴ありの

場ྜに、わかりにくさや危険な経験ありのྜが有意に

高いものがከかった。に、ղ色覚␗常の自覚ありの場

ྜは、ࠕ階段全యに色のᶍᵝがあり段差がわかりにく

いࠖ㡯┠でのわかりにくさや危険な経験ありのྜが有

意に高かった。�

⾲ 7 は、高齢者の視覚の状態とእฟඛの建物内の色づ

かいの改善せᮃについてまとめている。日常的に利用す

るእฟඛの建物内の色づかいについて、改善のせᮃがあ

る高齢者は全యの ����㸣であった。�

さらに⾲ 7 から、高齢者の視覚の状態分㢮ձ~ճと、

յ日常生活で色の識別ᅔ㞴の有無別に改善せᮃありの

ྜを見ると、ձ白内障ありでは 35.7㸣、ղ色覚␗常の自

覚ありでは 60.0㸣、ճ視力低⩌では 40.0㸣、յ日常生活

で色の識別ᅔ㞴ありでは 58.3㸣であった。また、յ日常

生活で色の識別ᅔ㞴ありの場ྜに、身近なእฟඛの建物�
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の୰に使われている色づかいを見えやすい色に改善して

改善してࠕ、しいᅇ⟅のྜが有意に高かった。さらに

しいࠖとᅇ⟅した高齢者が、建築物の色づかいに配慮

がないために、わかりにくさや危険な経験をしている場

ᡤの内ヂは、ࠗ Ṍ行時のᗋ㠃࠘ࠗ ⾲♧・┳ᯈ࠘に関ಀする

㡯┠においてከく、そのྜは 50㸣～70㸣であった（⾲

8）。これらの場ᡤは、⾲ 6 ᭱ྑิに♧した、高齢者ྜィ

の結果のࠗ Ṍ行時のᗋ㠃࠘ࠗ ⾲♧・┳ᯈ に࠘関ಀする㡯┠

のᅇ 
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のᅇ⟅結果でも、わかりにくさや危険な経験ࠗあり࠘の

ᅇ⟅のྜがの㡯┠より高いことから、視認性に配慮

するᚲせ性が❚える。 
�

㸲㸧どຊ高⩌ࠊ║ᝈࡸ色ぬ␗常の⮬ぬが࠸࡞高齢者の�

色のㄆ㆑≧ἣ�

⾲ 2 の高齢者の視覚の状態分㢮ձ～մにおいて、୧眼

とも視力 0.3 以ୖで、かつ白内障、白内障以እの眼疾患、

色覚␗常の自覚の㡯┠全てにࠕなしࠖとᅇ⟅した高齢者

をࠕ眼疾患➼の自覚なしࠖとし、∦眼ཪは୧眼とも視力

0.3 ᮍ‶・白内障・白内障以እの眼疾患・色覚␗常の自

覚の㡯┠のいࡎれかにࠕありࠖとᅇ⟅した高齢者をࠕ眼

疾患➼の自覚ありࠖ注６）とした。�

ここでは、眼疾患➼の自覚の有無別に、日常生活の色

の認識状況、自宅の⋞関・階段段差の見えづらさと改善�

⾲㸵� どぬの≧ែእฟඛの建物内の色࡙࠸のᨵၿせᮃ�

Fisher のṇ☜☜⋡᳨ᐃ� � S㸺����� S㸺����� Q�V�㸸㠀᭷ព�

Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧

ࡾ࠶ �� ������ �� ������ � ������ �� ������ � 㻔㻠㻜㻚㻜 㻕 �� ������ �� ������ �� ������ 㻠㻥 ������

ࡋ࡞ �� ������ �� ������ � ������ �� ������ � 㻔㻢㻜㻚㻜 㻕 �� ������ �� ������ �� ������ 㻤㻠 ������

あり㼚㻩㻞㻠 なし㼚㻩㻝㻜㻥 㼚㻩㻝㻟㻟

身近な外出先の建物の中に使
われている色づかいを見えや
すい色に改善してほしい

㼚㻚㼟㻚 㼚㻚㼟㻚 㼚㻚㼟㻚 㻖

高齢者ྜィ

�� Qࡾ࠶ � Qࡋ࡞� あり㼚㻩㻝㻜 ��� Qࡋ࡞ ప⩌㼚㻩㻝㻜 高⩌Q ���

䐟白内障 䐠色ぬ␗常の自ぬ 䐡視ຊ 䐣日常生活で色の識ูᅔ㞴

Fisher のṇ☜☜⋡᳨ᐃ� � S㸺����� S㸺����� Q�V�㸸㠀᭷ព�

⾲㸴� どぬの≧ែእฟඛの建物の色のㄆ㆑≧ἣ�

Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧

ࡾ࠶ �� ������ �� ������ � ������ �� ������ � 㻔㻠㻠㻚㻠 㻕 �� ������ �� ������ �� ������ 㻟㻠 ������
ࡋ࡞ �� ������ �� ������ � ������ �� ������ � 㻔㻡㻡㻚㻢 㻕 �� ������ �� ������ �� ������ 㻥㻣 ������

Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧

ࡾ࠶ �� ������ �� ������ � ������ �� ������ � 㻔㻡㻜㻚㻜 㻕 �� ������ �� ������ �� ������ 㻠㻡 ������
ࡋ࡞ �� ������ �� ������ � ������ �� ������ � 㻔㻡㻜㻚㻜 㻕 �� ������ �� ������ �� ������ 㻤㻥 ������

Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧

ࡾ࠶ �� ������ �� ������ � ������ �� ������ � 㻔㻠㻜㻚㻜 㻕 �� ������ �� ������ �� ������ 㻠㻤 ������
ࡋ࡞ �� ������ �� ������ � ������ �� ������ � 㻔㻢㻜㻚㻜 㻕 �� ������ � ������ �� ������ 㻤㻠 ������

Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧

ࡾ࠶ �� ������ �� ������ � ������ �� ������ � 㻔㻠㻜㻚㻜 㻕 �� ������ �� ������ �� ������ 㻠㻡 ������
ࡋ࡞ �� ������ �� ������ � ������ �� ������ � 㻔㻢㻜㻚㻜 㻕 �� ������ � ������ �� ������ 㻤㻢 ������

Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧
㞀ᐖ物 ࡾ࠶ � ������ �� ������ � ������ �� ������ � 㻔㻟㻜㻚㻜 㻕 �� ������ � ������ �� ������ 㻝㻥 ������

ࡋ࡞ �� ������ �� ������ � ������ ��� ������ � 㻔㻣㻜㻚㻜 㻕 ��� ������ �� ������ �� ������ 㻝㻝㻠 ������

Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧
ᡭすࡾ ࡾ࠶ � ������ � ����� � ������ �� ����� � 㻔㻞㻜㻚㻜 㻕 �� ����� � ������ � ����� 㻝㻞 �����

ࡋ࡞ �� ������ �� ������ � ������ ��� ������ � 㻔㻤㻜㻚㻜 㻕 ��� ������ �� ������ ��� ������ 㻝㻞㻞 ������

Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧 Q 㸦㸣㸧

ࡾ࠶ �� ������ �� ������ � ������ �� ������ � 㻔㻞㻜㻚㻜 㻕 �� ������ � ������ �� ������ 㻟㻜 ������

ࡋ࡞ �� ������ �� ������ � ������ �� ������ � 㻔㻤㻜㻚㻜 㻕 �� ������ �� ������ �� ������ 㻝㻜㻠 ������

䐟白内障 䐠色ぬ␗常の自ぬ 䐡視ຊ 䐣日常生活で色の識ูᅔ㞴

㼚㻩㻝㻟䠍

Ṍ⾜
のᗋ㠃

建物入り口段差に気付か
ずつまずく

㼚㻚㼟㻚 㼚㻚㼟㻚 㼚㻚㼟㻚

高齢者ྜィ

�� Qࡾ࠶ �� Qࡋ࡞ あり㼚㻩㻝㻜 ��� Qࡋ࡞ ప⩌㼚㻩㻥 高⩌Q ���

㻖

䐟白内障 䐠色ぬ␗常の自ぬ 䐡視ຊ 䐣日常生活で色の識ูᅔ㞴

あり㼚㻩㻞㻟 なし㼚㻩㻝㻜㻤

高齢者ྜィ

�� Qࡾ࠶ � Qࡋ࡞� あり㼚㻩㻝㻜 ��� Qࡋ࡞ ప⩌㼚㻩㻝㻜 高⩌Q ��� あり㼚㻩㻞㻠 なし㼚㻩㻝㻝㻜 㼚㻩㻝㻟㻠

階段段㰯の色分けがなく
段差がわかりにくい

㼚㻚㼟㻚 㼚㻚㼟㻚 㼚㻚㼟㻚 㻖㻖

高齢者ྜィ

�� Qࡾ࠶ � Qࡋ࡞� あり㼚㻩㻝㻜 ��� Qࡋ࡞ ప⩌㼚㻩㻝㻜 高⩌Q ���

䐟白内障 䐠色ぬ␗常の自ぬ 䐡視ຊ 䐣日常生活で色の識ูᅔ㞴

あり㼚㻩㻞㻠 なし㼚㻩㻝㻜㻤 㼚㻩㻝㻟㻞

階段全体に色柄の模様が
あり段差がわかりにくい

㼚㻚㼟㻚 㻖 㼚㻚㼟㻚 㻖㻖

高齢者ྜィ

�� Qࡾ࠶ � Qࡋ࡞� あり㼚㻩㻝㻜 ��� Qࡋ࡞ ప⩌㼚㻩㻝㻜 高⩌Q ���

䐟白内障 䐠色ぬ␗常の自ぬ 䐡視ຊ 䐣日常生活で色の識ูᅔ㞴

あり㼚㻩㻞㻠 なし㼚㻩㻝㻜㻣 㼚㻩㻝㻟䠍

床や路面の色が途中で変
わっていると段差に見える

㼚㻚㼟㻚 㼚㻚㼟㻚 㼚㻚㼟㻚 㻖㻖

高齢者ྜィ

�� Qࡾ࠶ � Qࡋ࡞� あり㼚㻩㻝㻜 ��� Qࡋ࡞ ప⩌㼚㻩㻝㻜 高⩌Q ���

䐟白内障 䐠色ぬ␗常の自ぬ 䐡視ຊ 䐣日常生活で色の識ูᅔ㞴

あり㼚㻩㻞㻠 なし㼚㻩㻝㻜㻥 㼚㻩㻝㻟㻟

障害物が周ᅖの色と似て
いて障害物に気付かずぶ
つかりそうになる

㼚㻚㼟㻚 㼚㻚㼟㻚 㼚㻚㼟㻚 㼚㻚㼟㻚

高齢者ྜィ

�� Qࡾ࠶ � Qࡋ࡞� あり㼚㻩㻝㻜 ��� Qࡋ࡞ ప⩌㼚㻩㻝㻜 高⩌Q ���

䐟白内障 䐠色ぬ␗常の自ぬ 䐡視ຊ 䐣日常生活で色の識ูᅔ㞴

あり㼚㻩㻞㻠 なし㼚㻩㻝㻝㻜 㼚㻩㻝㻟㻠

手すりが壁の色と似ていて
見えにくい

㼚㻚㼟㻚 㼚㻚㼟㻚 㼚㻚㼟㻚 㼚㻚㼟㻚

㼚㻩㻝㻟㻠

⾲♧
┳ᯈ

表示や看板が見えにくい
色の組み合わせで情報が
見えにくい

㼚㻚㼟㻚 㼚㻚㼟㻚 㼚㻚㼟㻚 㻖

高齢者ྜィ

�� Qࡾ࠶ � Qࡋ࡞� あり㼚㻩㻝㻜 ��� Qࡋ࡞ ప⩌㼚㻩㻝㻜 高⩌Q ���

䐟白内障 䐠色ぬ␗常の自ぬ 䐡視ຊ 䐣日常生活で色の識ูᅔ㞴

あり㼚㻩㻞㻠 なし㼚㻩㻝㻝㻜

⾲㸶�እฟඛの建物の色࡙ࢆ࠸ぢࡸ࠼す࠸色にᨵၿࡋ࡚ࡋ

��高齢者ࡓࡋ⟆ᅇࠖ࠸ྡがࠊእฟඛでࡾࢃにࡸࡉࡃ�

� � �༴㝤࡞⤒㦂࠸࡚ࡋࢆるሙᡤの内ヂ�

場所 項目 㼚 䠂

建物入り口段差に気付かずつまずく 㻞㻣 㻡㻡㻚㻝

階段段㰯の色分けがなく段差がわかりにくい 㻞㻥 㻡㻥㻚㻞

階段全体に色柄の模様があり段差がわかりにくい 㻟㻠 㻢㻥㻚㻠

床や路面の色が途中で変わっていると段差に見える 㻟㻞 㻢㻡㻚㻟

障害物 障害物が周ᅖの色と似ていて障害物に気付かずぶつかりそうになる 㻝㻠 㻞㻤㻚㻢

手すり 手すりが壁の色と似ていて見えにくい 㻝㻜 㻞㻜㻚㻠

表示・看板 表示や看板が見えにくい色の組み合わせで情報が見えにくい 㻞㻡 㻡㻝㻚㻜

歩行時
の床面

りにくさや༴㝤な⤒㦂をしている場所
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意識、እฟඛで日常的に利用する建物内の色づかいによ

る見えづらさと改善意識の㉁問㡯┠で、ࠗあり ま࠘たはࠗ 高

㢖ᗘ࠘と分㢮したᅇ⟅のྜをẚ㍑してみた。また、眼

疾患➼の自覚の有無とᅇ⟅結果の関㐃性をみるため、

Fisher のṇ☜☜⋡検ᐃを行った。�

ᅗ 10、ᅗ 11 は、日常生活におࡅる色の認識状況の㉁

問㡯┠のᅇ⟅結果を、眼疾患➼の自覚の有無別に♧して

いる。ࠕᬑ段の生活で視界がぼやࡅるなどで色の㐪いが

わかりにくいことがある 、ࠖまたࠕ色の㐪いがわかりにく

いため日常生活で不自由を感じることがあるࠖᅇ⟅ྜ

は、ࠕ眼疾患➼の自覚あり のࠖ場ྜに高い。また、このᅇ

⟅結果と眼疾患➼の自覚の有無との関㐃性をみた結果、

⟆らの㡯┠もᅇࡕ眼疾患➼の自覚ありࠖの場ྜは、どࠕ

ྜが有意に高いഴྥがみられた。 
ᅗ 12～ᅗ 14 は、自宅の⋞関・階段段差の見えづらさ

と自宅の段差の色づかいの改善意識の㉁問㡯┠のᅇ⟅結

果を、眼疾患➼の自覚の有無別に♧している。 
自宅の⋞関・階段段差でࠕつまࡎきや㋃みእすことが

ある 㢖ࠖᗘのᅇ⟅ྜは、ࠕ眼疾患➼の自覚あり のࠖ場ྜ

に高い（ᅗ 12、ᅗ 13）。⋞関より階段でのつまࡎきや㋃

みእしがከいഴྥである。また、ࠕ今後自宅の段差を┠❧�
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�

�

�
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�

�

�

�

�

�

つ色にして見えやすくしたいࠖᅇ⟅ྜは、眼疾患➼の

自覚の有無で大差が見られなかった（ᅗ 14）。 
これらのᅇ⟅結果と眼疾患➼の自覚の有無との関㐃性

をみた結果、ࠕ眼疾患➼の自覚あり のࠖ場ྜにࠕ自宅の階

段段差が見えにくいためつまࡎきや㋃みእすことがあ

るࠖᅇ⟅ྜが有意に高いഴྥがみられた（ᅗ 13）。 
ᅗ 15～ᅗ 22 は、እฟඛで日常的に利用する建物内の

色づかいによる見えづらさとእฟඛの建物内の色づかい

の改善意識の㉁問㡯┠のᅇ⟅結果を、眼疾患➼の自覚の

有無別に♧している。 
これらの㉁問㡯┠のうࡕ、Ṍ行時のᗋ㠃に関ಀする㡯

┠（ᅗ 15～ᅗ 18）と⾲♧・┳ᯈに関ಀする㡯┠（ᅗ 21）、
እฟඛの建物内の色づかいの改善意識の㡯┠（ᅗ 22）で

は、眼疾患➼の自覚の有無で大差ないᅇ⟅結果となった。

また、障害物に関ಀする㡯┠（ᅗ 19）のࠕ眼疾患➼の自

覚なし のࠖᅇ⟅ྜは、ࠕ眼疾患➼の自覚あり のࠖᅇ⟅

ྜの⣙༙ᩘ⛬ᗘであった。手すりに関ಀする㡯┠（ᅗ 20）
のࠕ眼疾患➼の自覚なし のࠖᅇ⟅ྜは、ࠕ眼疾患➼の自

覚ありࠖのᅇ⟅ྜの⣙ 3 分の 1 ⛬ᗘである。 
さらに、これらのᅇ⟅結果と眼疾患➼の自覚の有無と

の関㐃性をみた結果、全ての㡯┠で関㐃性はなかった。 
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ᅗ ���日常生活で色の㐪࠸が�

� � �る࠶がࡇ࠸ࡃにࡾࢃ�

31.4%
3.1%

68.6%

ϵ6.ϵ%

0% 50% 100%

自ぬあり

䠄Ŷс70䠅

自ぬなし

䠄Ŷс64䠅
あり なし
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Q ����S㸺����� Q ����S㸺�����

ᅗ ���色の㐪࠸がࡾࢃにࡓ࠸ࡃめ日常�

� � �生活で⮬⏤ࢆ感じるࡇが࠶る�
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自ぬあり
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ᅗ ���⮬宅の⋞㛵ẁᕪがぢ࠼にࡓ࠸ࡃめ�

�る࠶がࡇእすࡳ㋃ࡸࡁࡎࡲࡘ
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55.0%

36.4%

45.0%

0% 50% 100%
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あり なし
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Q�V��

ᅗ ���ᚋ⮬宅のẁᕪࡘ❧┠ࢆ�

�����色に࡚ࡋぢࡸ࠼す࠸ࡓࡋࡃ�
ᅗ ���⮬宅の㝵ẁẁᕪがぢ࠼にࡓ࠸ࡃめ�

�る࠶がࡇእすࡳ㋃ࡸࡁࡎࡲࡘ

22.6%
3.1%

77.4%
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0% 50% 100%

自ぬあり
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自ぬなし
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㸨�

ᅗ ���建物ධཱྀẁᕪにẼࡎ�

�ࡃࡎࡲࡘ�����

30.4%

21.0%
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7ϵ.0%

0% 50% 100%
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本調査研究の結果、以下の▱見が得られた。 

１）日常生活で、色の識別にᅔ㞴を感じ、色の識別がᅔ

㞴であるために日常生活で不自由を感じることがある高

齢者のᏑᅾをᢕᥱした。 

２）自宅の⋞関・階段の段差では、段差が見えづらいこ

とによりつまࡎきや㋃みእしそうになる➼の危険な経験

をしている高齢者はᑡなかった。⣙ 60㸣の高齢者は自宅

の段差を見えやすい色にしたいという改善の意識をᣢっ

ているが、色彩㠃での改善を行なっている高齢者はわࡎ

かである。 

３）እฟඛでは、≉にࠗṌ行時のᗋ㠃࠘ࠗ ⾲♧・┳ᯈ࠘に

関ಀする㡯┠で、わかりにくさや危険な経験がከかった。

⣙ 40㸣の高齢者が、እฟඛの建物内の色づかいに対して

改善のせᮃをᣢっていた。 

㸲）自宅やእฟඛの色づかいによるわかりにくさや危険

な経験は、日常生活で色の識別ᅔ㞴がある場ྜとの関㐃

性がみられた。また、眼疾患➼の自覚がない高齢者であ

っても、自宅やእฟඛの建物内の色づかいにより、わか

りにくさや危険な経験をしていることが明らかになった。 

建物内の色づかいによるわかりにくさや危険な経験は、

高齢者が日常生活で色の識別ᅔ㞴がある場ྜに関㐃性が

みられたことから、高齢者の色の識別ᅔ㞴を考慮した色

彩ィ⏬をᬑ及していくᚲせがあると考えられる。 

また、高齢者に対しては、段差などがわかりやすいよ

うに色をᕤኵすることがᏳ全性のために㔜せࡔとの改善

意識をಁしていくことが㔜せࡔと考えられる。 
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１）㹌㹎㹍ἲேカラーユニバーサルデザイン機ᵓがᥦၐした、ே㛫の色�

覚のከᵝ性に配慮し、よりከくのேに利用しやすい配色を行った〇ရ

やタ・建築物、⎔ቃ、サービࢫ、報をᥦ౪するという考え方。�

２）┠でఱかを見た時に、対象物やその対象がもつ意味ྜいについてṇ

しく☜認・⌮ゎできるかどうかのᗘྜい。�

３）本調査は 2017 年 5 ᭶に大阪教育大学の⌮ᑂ査ጤဨのᢎ認をཷ

�。実したࡅ

㸲）㹀ᕷの団యについては、ඛ方のにより、団యのྜཧ加者、㒊�

のጤဨ、ᙺဨにのみᅇ⟅いたࡔいた。 
㸳）国土交通省のࠕ高齢者、障害者➼のな⛣動➼に配慮した建築タ 
ィᶆ‽(ᖹᡂ 29 年 3 ᭶)ࠖは、階段の識別性の☜ಖとして、階段は、㋃ 
㠃の➃㒊（段㰯）とその࿘ᅖの㒊分（㋃㠃➼）との色の明ᗘ、色相ま

たは彩ᗘの差が大きいことにより、段をᐜ᫆に識別できるものとする。

また、段をᐜ᫆に識別できるものとするため、㋃㠃の➃㒊とその࿘ᅖ

の㒊分との㍤ᗘẚを☜ಖすることがᮃましい。とグ㍕している。 
６）視力が低いこと、眼疾患があること、≉ᐃの色の見分ࡅがつかない 
（色覚␗常）ことを自覚しているかྰかで分析を行ったため、ࠕ眼疾患 
➼の自覚ありࠖには、ࠕյ日常生活で色の識別ᅔ㞴ࠖはྵࢇでいない。 
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